
駐
労
の
雇
用
は
米
国
の
軍
事
戦
略
、
国

際
情
勢
に
直
接
影
響
を
受
け
る
特
殊
な
雇

用
環
境
で
、
日
米
両
政
府
で
は
「
米
軍
厚

木
基
地
の
米
空
母
艦
載
機
部
隊
（
五
九
機
）

の
岩
国
移
転
」
、
「
在
沖
海
兵
隊
の
グ
ア

ム
移
転
及
び
嘉
手
納
以
南
の
基
地
返
還
と

北
部
基
地
へ
の
統
合
」
な
ど
を
含
む
在
日

米
軍
再
編
に
関
す
る
合
意
を
し
て
お
り
、

在
日
米
軍
再
編
で
従
業
員
の
不
安
は
高
ま
っ

て
い
る
。

ま
た
全
国
の
雇
用
情
勢
は
失
業
率
四
％

台
の
後
半
で
推
移
し
て
い
る
が
、
と
く
に

米
軍
基
地
が
集
中
し
て
い
る
沖
縄
、
青
森
、

長
崎
な
ど
の
雇
用
情
勢
の
数
値
は
極
端
に

悪
く
、
駐
留
軍
労
働
者
の
再
就
職
へ
の
自

活
の
道
は
今
ま
で
以
上
に
困
難
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
状
況
下
に
在
っ
て
、
「
駐
留

軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
」
に
基
づ

く
対
策
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
臨
措
法

の
再
延
長
実
現
に
向
け
て
所
管
省
庁
と
し

て
特
段
の
取
組
み
を
す
る
よ
う
に
要
請
を

し
た
。

厚
労
省
は
「
再
編
の
動
き
は
承
知
し
て

お
り
組
合
の
要
望
を
踏
ま
え
、
事
業
主
で

あ
る
防
衛
省
と
も
連
携
を
密
に
し
、
し
か

る
べ
き
対
応
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

と
応
じ
た
。

組
合
は
「
沖
縄
を
例
に
出
す
と
、
嘉
手

納
以
南
の
返
還
対
象
と
な
っ
て
い
る
当
該

５
施
設
（
キ
ャ
ン
プ
桑
江
・
キ
ャ
ン
プ
瑞

慶
覽
・
普
天
間
飛
行
場
・
牧
港
補
給
地
区
・

那
覇
軍
港
）
に
は
約
三
千
九
百
名
の
従
業

員
が
働
い
て
お
り
、
大
き
な
影
響
を
受
け

る
の
は
必
至
で
あ
る
。

再
編
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
離
職
者
対

策
の
要
で
あ
る
臨
措
法
再
延
長
は
重
要
で

あ
り
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
再
延
長
を
強

く
求
め
る
」
と
し
要
請
し
た
。

組
合
と
し
て
は
東
日
本
大
震
災
等
々
に

対
す
る
財
源
確
保
の
た
め
、
雇
用
主
と
し

て
組
合
に
対
す
る
要
求
も
理
解
で
き
な
い

わ
け
で
は
な
い
し
、
東
日
本
大
震
災
の
復

興
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
異
存
は
な
い
。

し
か
し
、
賃
金
水
準
も
含
め
て
駐
労
と
国

公
に
は
大
き
な
較
差
が
あ
り
、
特
別
昇
給

等
の
制
度
も
な
く
、
労
働
条
件
面
に
お
い

て
は
祝
日
（
五
日
）
、
国
公
の
勤
務
時
間

短
縮
（
年
間
で
約
八
日
に
相
当
）
な
ど
の

解
消
な
く
し
て
、
賃
金
改
定
の
み
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
反
論
し
た
。

防
衛
省
は
「
一
部
解
決
を
見
た
も
の
の

未
解
決
課
題
が
多
々
あ
る
の
も
事
実
で
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
も
全
力
で
取
り
組

む
。
今
回
の
特
例
法
に
合
わ
せ
た
給
与
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
恒
常
的
に
労
働
条

件
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
で
臨
時
的
・

特
例
的
措
置
で
あ
る
。
給
与
に
つ
い
て
も

駐
労
と
一
般
公
務
員
と
で
職
務
・
職
責
内

容
等
で
様
々
な
違
い
が
あ
り
、
一
概
に
比

較
す
る
こ
と
は
困
難
な
面
が
あ
る
が
雇
用

主
と
し
て
適
切
に
対
応
し
て
参
り
た
い
」

と
回
答
し
た
。

組
合
は
「
祝
日
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
十

六
年
間
進
捗
を
み
な
い
現
状
を
も
っ
と
雇

用
主
と
し
て
認
識
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

日
本
政
府
が
駐
労
に
今
回
の
臨
時
特
例
法

を
適
用
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

祝
日
ま
た
は
時
間
短
縮
に
か
か
る
『
生
産

性
の
喪
失
』
分
の
負
担
、
あ
る
い
は
育
児

看
護
休
暇
を
有
給
休
暇
と
し
て
、
そ
れ
な

り
の
財
政
支
出
を
日
本
側
が
講
じ
る
な
ら

理
解
も
出
来
る
。
財
政
当
局
が
文
章
に
し

て
回
答
し
て
く
れ
る
な
ら
ば
交
渉
の
テ
ー

ブ
ル
に
つ
く
の
も
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

た
だ
、
今
の
『
引
き
下
げ
あ
り
き
』
状
態

で
は
到
底
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
〇
〇
六
年
の
給
与
構
造
改
革
に
よ
る
十

％
相
当
の
賃
金
引
き
下
げ
、
二
〇
〇
八
年

の
格
差
給
十
％
の
廃
止
、
そ
れ
だ
け
を
と

ら
え
て
み
て
も
相
当
な
賃
下
げ
が
続
い
て

い
る
状
態
で
あ
り
、
今
回
多
い
人
で
十
％

近
く
引
き
下
げ
と
な
る
と
死
活
問
題
で
あ

り
看
過
で
き
な
い
。

生
活
・
生
存
に
か
か
っ
て
く
る
問
題
な
の

で
組
合
と
し
て
そ
ち
ら
の
提
案
を
断
ら
せ

て
い
た
だ
く
」
と
の
断
固
と
し
た
組
合
ス

タ
ン
ス
を
示
し
た
。

最
後
に
組
合
は
、
人
勧
に
基
づ
く
年
間

較
差
（
〇
・
三
八
％
）
を
六
月
の
夏
季
手

当
で
調
整
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
事
実

上
の
不
利
益
遡
及
で
あ
り
、
非
常
に
問
題

を
孕
ん
で
い
る
こ
と
を
再
度
認
識
す
る
よ

う
要
請
し
た
。
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全
駐
労
は
四
月
二
五
日
、
厚
生
労
働
省
の
小
宮
山
洋
子
大
臣
宛
に
、

「
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
（
臨
措
法
）
の
有
効
期
限
延
長
に

関
す
る
要
請
」
文
書
を
提
出
し
た
。

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
（
＊
・
下
記
説
明
）
は
来
年
五
月
十
六

日
に
五
年
間
の
期
限
切
れ
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
所
管
で
あ
る
厚
労
省
に

駐
留
軍
従
業
員
の
離
職
者
対
策
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
在
日
米
軍
再
編
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
再
延
長
へ
の
取
り
組
み
強
化
を
要
請
し
た
。

臨
措
法
の
有
効
期
限
延
長
に
関
す
る
要
望
書

小
宮
山
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出

「
基
本
給
の
減
額
」

断
固
反
対
を
表
明

防
衛
省
で
三
役
交
渉
な
ら
び
団
体
交
渉
を
実
施

防
衛
省
は
国
家
公
務
員
給
与
改
定
及
び
臨
時
特
例
法
に
係
る
駐
留
軍
労
働

者
の
給
与
改
定
等
に
関
し
て
、
平
成
二
十
三
年
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給

与
改
定
を
同
時
同
率
で
の
実
施
と
、
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
必
要
か
ら
、

国
に
雇
用
さ
れ
国
庫
か
ら
給
与
の
支
給
を
受
け
て
い
る
駐
労
も
、
臨
時
特
例

法
及
び
政
府
の
方
針
に
沿
っ
た
国
公
に
準
じ
る
措
置
と
し
て
、
二
年
間
に
限
っ

て
減
額
す
る
内
容
を
、
組
合
側
に
提
案
し
て
き
た
。

組
合
と
し
て
復
興
財
源
の
必
要
性
は
理
解
で
き
る
が
、
国
家
公
務
員
の
制
度

で
劣
っ
て
い
る
部
分
が
一
向
に
解
決
し
な
い
中
で
、
今
回
の
国
公
と
準
じ
た

引
き
下
げ
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
し
て
反
対
し
た
。

＊
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
（
参
考
・
全
駐
労
手
帳
五
五
ペ
ー
ジ
参
照
）

こ
の
法
律
は
日
本
に
駐
留
す
る
軍
隊
の
撤
退
に
伴
い
、
多
数
の
労
働
者
が
離
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
職
業
訓
練
や
離
職
指
導
の
措
置
を
講
じ
て
、

生
活
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
が
目
的
。
厚
生
労
働
省
内
に
協
議
会
を
置
き
関
係
す

る
諸
県
、
市
区
町
村
に
も
行
政
機
関
の
連
絡
調
整
と
し
て
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

大
量
解
雇
が
横
行
し
て
い
た
基
地
の
大
変
動
期
に
、
全
駐
労
・
長
崎
出
身
の
石
橋

元
衆
議
院
議
員
が
中
心
と
な
っ
て
議
員
立
法
で
成
立
。
五
年
間
の
時
限
立
法
。

交渉団メンバーからの発言

◎国公準拠ならば、駐労の水準

を国公に合わせるのが先！

◎法令違反の状況が続いている

中で、法令遵守なくして給与

引き下げの提案など受け入れ

られない！

◎これ以上の引き下げは家計を

破綻させる！
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今年度のメーデーは 『東日本

大震災惨禍を忘れず 被災地とと

もに働くことを軸とする安心社会

を実現しよう』を、メインスロー

ガンに掲げて各地で行われました。

4月28日に行われた県中央地域

連合メーデーに座間分会の仲間を

中心に総勢70名、相模原地域連合

メーデーには相模分会の仲間を中

心に総勢80名が参加しました。

第83回地域連合
メーデー

駐健 保で は皆 さん の 健康 づ くり 、 体力
づくりを目的として毎月ウォーキング・
ハイキングを実施しています。集合場所
へ時間に来て頂ければ、随時参加出来ま
すので（家族の方もＯＫです）楽しい～
時を過ごしましょう。昼食、飲み物等は
各自ご持参下さい。
雨天時確認ダイヤル090－ 4622－ 0451

実施日 ：6月16日（土）
ツアー名：開成あじさい祭り

ウォーキング
集合場所：小田急線新松田駅北口改札
出発時間：9：30

実施日 ：7月21日（土）
ツアー名：開府中市郷土の森・ビール工場

ウォーキング
集合場所：JR府中本町駅改札
出発時間：9：30

駐健保

ウォーキング＆ハイキングのお知らせ

3月 31日、4月14

日にさがみ野支部

事務所にてアトリ

エキド（石丸さん）

を講師にお招きし

陶芸教室を開催い

たしました。

当日は、皆様初 めての 経験という事で何から手

を付ければ良いのか分からず手間取っていましたが、

最後には思い思いのオリジナルのビールカップ、マ

グカップ、取り皿等を作る事が出来ました。後は、

焼き上がるまでに約1か月との事なので仕上がりが

とても楽しみです。

今後も陶芸教室を開催したいと思っているのでそ

の際には、是非参加宜しくお願い致します。

青年・女性部部長 呉屋 秀明

陶芸教室
青年・女性部

4月 13日に民主 党で 組織す る

駐 留 軍 労 働 政 策 議 員 連 盟 （ 駐

労議連）の衆参議院議員7名が

青 森 の 三 沢 基 地 を 視 察 し 、 青

森 地 区 本 部 の 本 部 対 話 集 会 に

参加しました。

対 話 集 会 で は 高 木 駐 労 議 連

会長の挨拶、全駐労中央本部からの挨拶の後、議連メン

バー及び中央三役と出席した組合員との間で質疑・意見

交換が行われました。

駐労議連・三沢基地視察と
現地での対話集会に参加

氏 名 議連での役職 選挙区
高木 義明 会 長 長崎１区

玉城 デニー 事務局次長 沖縄３区

中野渡 詔子 青森２区

橘 秀徳 神奈川１３区

宮島 大典 長崎４区

氏 名 議連での役職 選挙区
那谷屋 正義 事務局長 比例代表

牧山 ひろえ 神奈川選挙区

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

4月13日（金）に、富士分会で

初めての組合員オリエンテーショ

ン開催しました。組織情宣部とし

ては、早期に開催という思いは有

りましたが実現に至りませんでした。

この度、分会事務所という活動の場を得て、富士の組合員14名

の参加者を迎える事が出来ました。

組合員の基礎知識向上や組合の必要性を知って頂く良い機会に

なれるように、『組合の概要説明』に始まり、『問題解決の手引

き』、『分会活動の重要性』と、三部に分けて解り易い説明を心

掛けて進めていきました。この説明会の開催前に、富士分会で再

雇用に関する問題が起こりましたが、幸いにも、富士の役員と支

部委員長の迅速な対応で問題は善処されました。この問題で組合

員側にも対処の知識が必要で有ると

認識し、『問題解決の手引き』で、

この事例をあげ、解決までの過程や

個人の対処の仕方を、一緒に学ぶ事

が出来ました。富士、相模、座間、

分会同士支え合いながら活動を継続

し『強いさがみ野支部』となるよう

に学習会等の機会も作っていきたい

と思います。

富士分会・組合員

オリエンテーション

組合説明をする長野執行委員

当初、4月3日に開催予定でしたが悪天候のた

め延期になり5月23日に開催することになりま

した。中央本部は次年度の運動方針を立てる為、

各地で対話集会を開催しています。

開催日：5月23日（水）

時 間：18時00

場 所：さがみ野支部事務所

参加希望の方は5月21日までに組合役員または

組合事務所の方へ連絡を下さい。

2012・中央本部対話集会


